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日本脳炎ワクチンの供給実績と見込み【令和３年６月時点】

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～３月 計

2020年度
（実績）

ビケン 128.2万本 75.5万本 35.6万本 100.8万本 340.2万本

KMB ０万本 33.5万本 13.1万本 41.3万本 87.9万本

２社合計：428.2万本

2021年度
（見込み）

ビケン ０万本 50.5万本 39.0万本 117万本 206.5万本

KMB 27.4万本 58.5万本 38.3万本 18.8万本 143.0万本

２社合計：349.5万本

2022年度
（見込み）

ビケン 91.0万本 91.0万本 130.0万本 78.0万本 390.0万本

KMB 39.0万本 19.5万本 58.5万本 58.5万本 175.5万本

２社合計：565.5万本

・ 日本脳炎の定期接種には、阪大微生物病研究会（ビケン）のジェービックVとKMバイオロジクス
（KMB）のエンセバック皮下注用が使用されている。

・ ビケンから厚生労働省に対して、ジェービックVで製造上の問題が生じたことから、令和３年度の供給
に影響がでる旨の報告があった。

・ KMBにエンセバック皮下注用の増産を要請したが、令和２年度と比較して、令和３年度は約80万本程度
供給量が減少する見込み。
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日本脳炎の定期の予防接種について【令和３年度】
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●本来の積極的勧奨を実施する期間（標準的な接種年齢）
１期（２回接種）・・・３歳 （平成30年度生まれ）
１期追加（１回接種）・・・４歳 （平成29年度生まれ）
２期（１回接種）・・・９歳 （平成24年度生まれ）

・マウス脳由来ワクチン接種後の重症のＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）の発生を踏まえ、平成17年５月30日から、積極的勧奨を差し
控え、特に希望する者のみに接種することとした。

・平成21年２月に「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」が薬事承認されたことから、積極的勧奨の差し控えは平成22年３月31日に終了し、
ワクチンの供給状況を踏まえつつ、順次、積極的勧奨を再開している。

・令和３年度においては、供給量が大幅に減少したため、積極的勧奨の対象を限定するよう通知を発出した（令和３年１月15日）

●定期接種の対象年齢
１期・・・生後６か月以上７歳６か月未満
２期・・・９歳以上13歳未満

日本脳炎の定期の予防接種の積極的勧奨について【令和３～４年度】

※１：市町村が実施可能な範囲で積極的勧奨の差し控え期間中に１期・1期追加の接種を完了した者への積極的勧奨を実施する。

１期 １期追加 ２期 ２期
＜特例対象者＞

令和３年度 H30年度生まれ 個別通知なし
（令和４年度に延期）

個別通知なし
（令和４年度に延期）

・H15年度生まれ

令和４年度 H31（R１）年度生まれ H29年度生まれ
H30年度生まれ

H24年度生まれ
H25年度生まれ

・H16年度生まれ
・実施可能な範囲で、
Ｈ17、Ｈ18年度生まれで1期及び
１期追加を完了した者

●令和３年度と令和4年度の積極的勧奨の対象
令和３年度
１期の２回接種（1回目及び２回目）の接種対象者及び平成15年度生まれの特例対象者に個別通知。
令和４年度
令和３年度の１期追加及び２期の接種対象者にも合わせて通知すること。
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